
1 指定管理者名

2 指定期間

3 業務の範囲

配点 採点基準 分析、評価、指示等

令和4年度（令和3年度実績）　総合評価書　　＜施設名：坂上児童館＞

特定非営利活動法人　ワーカーズコープ

令和３年４月１日　～　令和４年３月31日（１年間）

１　児童館の事業の実施に関すること。
２　児童館の維持管理に関すること。
３　目的外使用許可にかかる事務に関すること。
４　児童館運営委員会の設置、運営管理に関すること。
５　事業評価に関すること。

４．採点表

評価項目 細目 実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入)

1
運営・利用状

況
（40点）

(1)利用状況
(10点)

①施設の利用率(利
用時間/日数×営業
時間)

10

平均値比(注)
105％以上：10点、
105％未満～95％：8点、
95％未満～85％：6点、
85％未満：4～0点

平均値比とは、当該評価対象年度の利用率を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用率の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用率の平均値(例：4年目の場
合は、1～3年目の平均利用率)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当であると
判断される場合　他の類似施設における利用率実績に所要の調整をして算出した値

得点

13点

(3)自主事業の企画・運営・実施(15
点)

15

内容・事業数等が
期待以上：15～12点
例年通り：11～9点、
例年よりやや劣る：8～7点、
例年より劣る：6～3点
例年よりかなり劣る　2～0点

・乳幼児と保護者を対象とした事業（計27回開催、延べ208名参加）
・児童を対象にした事業(計47回開催、延べ405名参加）
・地域交流事業、多世代間交流事業（計35回開催、延べ596名参加）
・中高生事業（計7回開催、延べ38名参加）
・子育て相談事業と子育てネットワークづくりの推進（計7回開催、延べ49名参加）

※別紙：事業評価表　参照

期待以
上　14

点

・コロナ禍ではあったが、地域の協力を得ながら可能な範囲で事業を実
施している。
・コロナの中、子ども達の楽しみを増やすため様々な事業を企画し、実施
している。
・「子育て相談事業と子育てネットワークづくりの推進」におけるプレベ
ビーズサークルは、次年度のベビーズクラブに繋がっている。 14点

(2)市の事業の企画・運営・実施状況
（仕様書内）(15点)

15

仕様書以上：15～12点、
仕様書に忠実：11～9点、
仕様書の一部不実施（軽
微）：8～7点、
仕様書の一部不実施（中程
度）：6～3点、
それ以下：2～0点

・乳幼児と保護者を対象とした事業（計37回開催、延べ462名参加）
・児童を対象にした事業(計66回開催、延べ479名参加）
・地域交流事業、多世代間交流事業（計1回開催、延べ30名参加）
・中高生事業（計6回開催、延べ42名参加）
・子育て相談事業と子育てネットワークづくりの推進（計8回開催、延べ47名参加）

※別紙：事業評価表　参照

仕様書
以上
13点

・児童館まつりは令和2年度と同様に定員制とし、屋外を活用して開催。
・一輪車クラブは、第2区夏まつりは開催されなかったが、養正公民館ま
つりでは発表することができた。3月に発表の機会を兼ねて中央児童館と
交流会を企画したが、コロナの為中止となった。
・中高生ボランティア事業は後期より募集することができた。中学校から
の依頼もあり、募集したところボランティアの希望人数が多く、中学校とも
連携を取りつつ、中高生ボランティアの事業を増やし、協力してもらった。

－

②利用人数

平均値比とは、当該評価対象年度の利用人数を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用人数の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用人数の平均値(例：4年目の
場合は、1～3年目の平均利用人数)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当であると
判断される場合　他の類似施設における利用人数実績に所要の調整をして算出した値

コロナ対応2年目となり、臨時休館や自由来館のみとなった期間があったが、
令和２年度の経験を活かし、コロナ禍の中でもできることを工夫した結果、令
和２年度より来館者数はどの年齢層も増加した。

【令和3年度】来館者数　10,252人
　乳幼児：1,732人、小学生：5,768人、中高生：325人、大人：2,427人
【令和2年度】来館者数　7,096人
　乳幼児：1,074人、小学生：4,358人、中高生：183人、大人：1481人
【令和元年度】来館者数　15,848人
　乳幼児：2,837人、小学生：7,101人、中高生：231人、大人：5,679人
【平成30年度】来館者数　16,166人
　乳幼児：2,774人、小学生：7,184人、中高生：361人、大人：5,847人
【平成29年度】来館者数　13,876人
　乳幼児：2,222人、小学生：6,894人、中高生：302人、大人：4,458人
【平成28年度】来館者数　17,745人
　乳幼児：3,411人、小学生：8,054人、中高生：342人、大人：5,938人

※来館者数と事業参加者は異なる数え方をしています。

8点平均値比（上記（1）適用）
※今回は指定管理1年目の評価のため、上記（1）を適用する

72％≒利用人数(延べ人数　10,252人)÷14,146 人

　新型コロナウイルス対応一律８点（令和２年度と同様）

開館時間中（4月～9月10:00～17:00、10月～3月10：00～18：00）は、自
由来館としている。
※新型コロナウイルス感染症対策として消毒時間（4月～9月13：00～14：
00、17：00～18：00、10月～3月13：00～14：00）を設けているため、13：00
～14：00は児童館利用をご遠慮いただいている。

・8/23～9/30　臨時休館
・1/21～3/21　自由来館のみとし、全ての事業を中止。
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配点 採点基準 分析、評価、指示等評価項目 細目 実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入) 得点

適正(普
通)　2点

適正に実施されている。

適正(普
通)　2点

適正に実施されている。

適正(普
通)　2点

適正に実施されている。

適正(普
通)　2点

修繕箇所が発生した場合は、遅滞なく対応されている。

適正(普
通)　2点

日常の業務の中で危険箇所を把握し、適正に対応されている。

適正(普
通)　2点

文書目録を作成し、それに基づき適正に管理されている。

適正(普
通)　2点

適正に実施されている。

適正(普
通)　2点

適正に実施されている。

適正(普
通)　2点

適正に実施されている。

適正(普
通)　2点

適正に実施されている。

0

事故等への対応は減点対象
とする
事故なし及び事故等の対応
に不備なし：0点、
事故等の対応に不備あり：
△1点

事故な
し・対応
に不備
なし　0

点

ワーカーズコープとして、保険に加入している。

3
施設の特性から評価対象外
の項目

2
施設管理状
況
(25点）

(1)施設管理
業務の実施
状況（10点）

①清掃

10

①チェック細目の丸数字の
各項目を３段階評価する
適正（普通）：2点、
一部不備あり：1点、
不備あり：0点

②５項目の合計点とする。

※駐車場は、期待以上：8
点、適正（普通）：6点、一部
不備あり：4点、不備あり2点

(2)その他管
理業務の実
施状況（15
点）

①文書管理

15

①チェック細目の丸数字の
各項目を４段階評価する
期待以上：3点、
適正（普通）：2点、
一部不備あり：1点、
不備あり：0点）
②５項目の合計点とする。

⑥事故等への対応

屋内・トイレの清掃：毎日　備品の清掃：毎日　ガラス・照明器具の清掃：随時　館庭
の清掃：週2～3回等の定期清掃、日常清掃を実施。
駐車場、児童館周辺、公園等も、定期的に清掃している。

10点

②保守・点検
電気工作物・運動器具・保守点検：委託により実施

③保安・警備
非常通報装置・消防用設備：委託により実施

④小規模修繕

・トイレの詰まり修理（8,800円）

※10万円未満であったため、仕様書の定めにより、指定管理者の負担で修繕・修理
を行った。

⑤危険箇所の把握
（施設の瑕疵）

・毎月の定期点検により危険個所の有無について確認。

事故なし

0点

当該施設の経営状況
(-点)

①事業収支

（参考）収入 10,943,700円 ÷ 支出 10,507,833円 ≒ 104%

収支状況が必ずしも管理運営状況を反映するのではないため、評価対象外とする。
（令和３年度から）

文書目録を作成し、重要書類はすべて、鍵のついたスチール棚に保管。

10点

②環境への配慮

・「節電・節水に努める」
利用者のいる部屋のみ照明をつける、使用していない電化製品のプラグは抜く、冷
房の設定温度を28度に設定。夏は高窓を開け風通しを良くする、冬は床にマットや
じゅうたんを敷くなど、季節に合わせた環境設定でエネルギーの浪費を抑えている。
・「廃材や消耗品の再利用」
コピー等は館内のものはできる限り裏紙を使う。
乳幼児クラブや館内の工作行事では、期限切れのチラシや牛乳パック、豆腐の入れ
物、トイレットペーパーの芯、トレイ、ペットボトル等、様々な物を活用し、その便利さ
に気付かされる事もあった。
関係機関への連絡はメールを利用。

③バリアフリー

玄関に手すりを設置しており、トイレは洋式化している。
廊下に障害物を置かない様に努めている。
廊下のガラス戸に飛散防止フィルムを貼る。

④備品管理
備品台帳の原本は子ども支援課で保管。コピーを適正に管理している。年1回照合。

⑤個人情報保護
特定非営利活動法人ワーカーズコープとして『個人情報保護規定』を作成し、情報は
施錠保管のうえ管理している。
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配点 採点基準 分析、評価、指示等評価項目 細目 実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入) 得点

15

期待以上：15～12点、
適正（普通）：11～9点、
普通未満～物足りない：8～
0点

期待以
上　12

点

利用者の意見を聞く機会を設け、事業に反映させている。
コロナの為中止になった事業は中身を変えて実施している。

5

期待以上：5点、
適正（普通）：4点、
不備あり：3～1点
※苦情なしは５点とする

期待以
上・苦情
なし　5

点

ワーカーズコープとして、苦情解決第三者委員を設置している。

0

提出書類の遅れ・不備に応じて
減点対象とする（遅れ・不備内容
の程度により△1～△3点）
一部遅れ・不備あり(軽微)：△1、
一部遅れ・不備あり(中程度)：△
2、一部遅れ・不備あり(それ以
下)：△3

遅れ・不
備なし
減点な

し

適正に実施されている。

0

指示への対応等に応じて減点対
象とする（対応等の内容により△
1～△3点）
指示等なし・対応等が期待どお
り：減点なし、対応等が期待以下
(軽微)：△1、対応等が期待以下
(中程度)：△2、対応等が期待以
下(それ以下)：△3

指示等
なし・対
応等が
期待ど
おり　減
点なし

適正に実施されている。

全体的な評価
・極めて良好な管理が行われている。
・コロナ禍２年目での工夫が見られ、来館者も増加している。
・利用者の意見を取り入れ、地域と連携して事業を進めている。

・クラブ終了時や事業開催後などに、感想や意見を聞く場を設け、参考にしている。ち
びっこクラブでは保育園訪問をしているが、他のクラブでも希望する方は一緒に出か
けるようにしている。
・一輪車ｸﾗﾌﾞはコロナの影響で発表の機会が少なくなり、特に夏まつりの発表を見て
クラブに入る子が多かったので、影響が大きく、人数が減少した。人数増加時には技
術レベルによってチーム編成を行ったが、それが子ども達のモチベーションに繋がっ
ており、引き続きチーム別で練習を行っている。
・昨年度に引き続き公民館共催事業はコロナの為、クッキングではなく季節の工作を
実施し、毎年好評である。
・まちづくり市民会議と共催で、乳幼児と小学生のクリスマス会を開催している。要望
の多かった園児対象のクリスマス会も初めて開催し、土曜日開催の園児と小学生の
クリスマス会では中高生ボランティアにも協力してもらうことができた。

12点

②苦情対応

苦情なし。

5点

4
より良い施設
運営のための
取組(35点)

(1)市民・利用
者の声の反
映
（20点）

①ニーズの把握・事
業への反映

(2)より良い施設運営・事業実施のた
めの提案・姿勢、上記１～３の評価に
反映されないその他の成果ポイント

（15点）

15

提案、姿勢、その他の成果
ポイント（アピール）が
期待以上：15～12点、
適正（普通）：11～9点、
普通未満～物足りない：8～
0点

市からの指示等なし。

0点

合計 100

【４段階評価】
極めて良好100～85点
良好　　　　　84～65点
努力が必要　64～45点
取消し等を検討44点以下

86点

極めて
良好

坂上児童館の建物は坂上公民館の機能も備えており、地域の方の拠点にもなっている。
地域の会議等も行われる為、地域にとって児童館は関わりの深い場所であり、日々の運
営や行事等についても協力的である。また第２区には行事指導員の方々がいてくださり、
地域の行事だけでなく児童館事業にも協力いただいている。また令和3年7月より養正地域
福祉協議会の事務所も児童館内に設置され、相互に協力し合うだけでなく、令和4年度は
共催事業を企画検討している。
隣接する坂上公園は子ども達とごみ拾い等を行っている。公園内での子どものケガ等は
勿論のこと、樹木の枝折れ等の危険、トイレ、遊具、水道の不具合、忘れ物等は児童館に
連絡がくるので、その都度できる範囲内で対処し、必要があれば関係機関に繋いでいる。
・施設管理に一番重要な人員確保の為に、常時勤務する以外の臨時有資格者を登録し、
大きな事業や学校休業日・長期休暇中など来館者の多い場合や急な職員の欠勤に対応
できるようにした。
・NPO法人ワーカーズコープでは、『全国子ども・子育ちケアプロジェクト』を組織し、子育
て・子育ち・障がい児支援の大規模な研究交流を行っている。
毎月「全国子育ちWEBミーティング」10月23日「全国子ども子育ちケアプロジェクト会議」2月
18日～19日「全国子育ちフォーラム」（オンライン）
・11/13～14「実践交流集会」子育ちの中で体験する事の重要性を実践報告と共に学習し
た。・2/27～28「全国事業推進会議」子育て分科会のほか、年間全国規模の研究交流会を
計8回開催。（オンライン）・東海事業本部においても「東海事業本部子育ちPJ会議」毎月開
催。（オンライン）
・愛知岐阜静岡エリアブロックにおいて研究交流会および経理研修を計6回開催した。（オ
ンライン）
・法人内児童館職員全員参加研修を毎月第2月曜日を基本に開催した。（新型コロナ対
策・次亜塩素酸水活用法・密を避ける遊びの工夫・公共を担う仕事・熱中症予防健康管
理・SDGｓ・児童館ガイドライン・リスクマネジメント・子どもの権利・ぎふ木育・など専門性を
高める研修）
・下記他団体の研修会に参加し、未参加者へは伝達研修を行った。
【主催：岐阜県児童館連絡協議会】・12/16館長研修会「コロナ禍の児童館運営について」
児童健全育成推進財団理事長　鈴木一光先生
・11/12東濃ブロック児童厚生員研修会「個別支援のあり方」児童心理療育施設桜学館施
設長　児玉俊郎先生・11/18東濃地区児童館職員等研修会「コロナに対応した運動あそ
び」ルーデンスジャパン　山田恭平先生　「児童発達理論」岐阜聖徳学院大学　高村和代
先生　「虐待講話」東濃子ども相談センター　小池智明先生

期待以
上　14

点

・地域行事へ職員の参加や、地域との積極的な連携を行っている。
・隣接する坂上公園の清掃、公園内での子どものケガなどにも配慮して
いる。
・施設管理の人員確保の為に、臨時有資格者を登録している。

14点

5

その他
(減点方式）

(1)報告書類の提出状況

提出書類の遅れなし。

0点

(2)市からの指示等への対応（報告書
類の提出以外）等
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